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吻

海
外

へ
行
く
の
が
チ

ャ
ン

レ
ジ
の
時
代
だ

っ
た
。
見

送
り
の
光
景
が
印
象
に
残

新
し
い
社
屋
で
Ｚ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｒ

の
模
型
の
航
空
機
を
持
ち
、
就

航
に
向
け
た
意
欲
を
語
る
西
田

真
吾
社
長
（右
）
と
長
田
博
文
さ

ん
＝
成
田
空
港
第
１
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
北
ウ
イ
ン
グ
で

一
線
、
同
７
月
１
日
に
成
田

―
ソ
ウ
ル

・
仁
川
線
を
就

航
し
、
２１
年
の
北
米
路
線

の
開
設
を
目
指
す
。
ボ
ー

イ

ン
グ

７

８

７
１

８

型

（座
席
数
２
９
０
席
）
の

２
機
で
ス
タ
ー
ト
し
、
年

に
２
機
ず

つ
増
や
し
て
１０

機
態
勢
に
す
る
。

え

た
中
央

公

園

の

周

囲

に
、
新
築

。
改
築
し
た
施

設
が
整
備
さ
れ
た
。

市
民
会
館
や
あ
づ
ま
こ

ど
も
会
館
、
屋
敷
公
民
館

な
ど
近
隣
８
施
設
を
統
合

す
る
。
敷
地
面
積
は
約
４

万
５
０
０
０
平
方
厨
。
総

一
事
業
費
は
約
７２
億
円
で
、

窓が広 く開放的な「プラツツ習志野」

の中央図書館=習志野市本大久保で
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∧
ご
送
金
は
趣
旨
を
通
信

欄
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、
毎
日
新
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東
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０
１
２
０

・
Ｏ

ｏ
７
６
４
９

８
）
へ
。
匿
名
希
望
の
方
は
、

ト
マ
ト
４
〓
・　
　
２
３
７
６

ミ
ニ
ト
マ
・
２
０
０
ゼ
フ

２
１
６

カ
ン
シ

ョ
５
ニロ
　
２
４
８
４

ヤ
マ
ト
イ
モ
４
♂

３
２
４
０

落
花
生

（県
落
花
生
協
会

調
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円
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気
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＝
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ぎ
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（２
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中
小
企
業
の
Ｈ
Ｐ
制
作
を
支
援

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）

制
作
を
中
心
に
Ｉ
Ｔ

（情
報

技
術
）
や
ウ

ェ
プ
を
通
じ
て

企
業
を
支
援
し
て
い
る
。
「Ｈ

Ｐ
の
必
要
性
や
管
理
方
法
を

知
ら
な
い
」
と
い
う
中
小
企

業
に
は
Ｈ
Ｐ
の
作
り
方
や
活

用
法
を
教
え
て
い
る
。

海
外
で
は
自
社
で
Ｈ
Ｐ
を

作
る
企
業
が
多
い
が
、
国
内

で
は
外

部
委
託

す

る
企

業

が
少
な
く
な
い
。
社
内
に
Ｉ

Ｔ
担

当
を
抱

え
る
大
企

業

と
違

っ
て
中
小
企
業
は
担
当

者

や
費

用
を

割

く

こ
と
が

難
し
い
た
め
だ
。
田
中
良
平

社
長
（４３
）
は
自
社
で
Ｈ
Ｐ
制

作
が
で
き
る
よ
う
に
講
座
を

開
き
、
Ｈ
Ｐ
制
作
を
依
頼
さ

ち
ば
の
こ
》・・・・

れ
た
場
合

も

写

真
や

文

字

の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
変
え
る

更
新
を
自
社
で
で
き
る
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

「世
界
か

ら
見

れ
ば

小

さ

な

地

域
、

企
業
で
も
、
Ｈ
Ｐ
に
よ

っ
て

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
田
中
社
長
は
言

う
。か

つ
て
看
護
師
と
し
て
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
運

営

に
関

わ

っ
た
。
介

護

を

必

要

と
す
る
人

が

増

え

る

中
、
慢

性
的

な

人

材

不

足

に
悩

む
介
護

業

界

は
施

設

や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
Ｈ
Ｐ

が
少
な
か

っ
た
り
、
ス
マ
ー

ト

フ

ォ
ン
に
対

応

し

て

い

な
か

っ
た
り
し
て
、
情
報
化

が
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

独
学
で
Ｈ
Ｐ
制
作
の
技
術
を

ビ
ズ
ク
ル
ー
の
田
中
良
平
社
長
．

・

＝
佐
倉
市
で

ビズクルー

マ
ス
タ

ー
し
、
介

護

業

界

介
護
事
業
者
の
Ｈ
Ｐ
制
作
を

を
ｌ
Ｔ
で
支
援
し
よ
う
と
、
　

積
極
的
に
行
い
、
今
年
は
訪

問
看
護
関
係
に
特
化
し
た
求

人
サ
イ
ト

「ホ
ウ
カ
ン
ジ

ョ

ブ
」
も
開
設
し
た
。
看
護
師

や
理
学
療
法
士
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ

ャ
ー
な
ど
の
求
人
情
報
を

全
国
規
模
で
探
す
こ
と
が
で

き
る
初
め
て
の
サ
イ
ト
で
離

職
防
止
支
援
も
同
時
に
行

っ

て
い
る
。

こ
の
サ
イ
ト
を
運
営
す
る

傍
ら

「社
会
に
還
元
で
き
、

誰
も
や

っ
た
こ
と
が
な
い
新

分
野
に
挑
戦
し
よ
う
」
と
４

月
に
Ｈ
Ｐ
制
作
や

コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
行
う
ウ

ェ
ブ
関
連

会
社

「ビ
ズ
ク
ル
ー
」
を
起

業
し
た
。
田
中
社
長
は

「地

域
の
中
小
企
業
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て

一
緒
に
大
き
く
成

長
し
て
い
け
る
よ
う
な
仕
事

を
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。
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